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来
る
べ
き
時
に
備
え
て
粗
織
の
強
化
を

群
馬
県
山
岳
連
監

会
　
長
　
星
　
野
　
　
光

轄
馬
県
山
岳
連
盟
平
成
十
三
年
度
総

会
は
、
五
月
十
二
日
　
（
土
）
　
午
後
五
時

か
ら
上
毛
会
館
に
お
い
て
、
五
月
定
例

理
事
会
に
引
き
続
き
、
理
事
お
よ
び
評

議
員
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
の
冒
頭
に
星
野
会
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
い
、
昨
秋
、
日
本
山
岳
協
会

が
主
催
、
酵
馬
岳
連
が
主
管
し
て
開
催

さ
れ
た
第
三
十
九
回
全
日
本
登
山
体
育

大
会
が
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た

け
れ
ど
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
、
成

功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
振
り
返
り
、
ま
た
、
今
日
、
日
本
国

中
が
不
況
に
あ
え
い
で
お
り
、
逆
風
に

さ
い
な
ま
れ
て
い
る
が
、
来
る
べ
き
時

に
備
え
て
組
織
を
し
っ
か
り
固
め
て
頂

き
た
い
と
訴
え
た
。

議
案
審
議
は
、
岳
連
規
約
に
従
っ
て

議
長
を
会
長
が
担
当
し
て
進
め
ら
れ
た
。

始
め
に
、
平
成
十
二
年
度
事
業
報
告
（
第

一
号
議
案
）
　
を
、
女
屋
事
務
局
長
が
、

総
会
議
案
書
に
従
っ
て
総
務
部
・
編
集

部
・
遭
難
対
策
部
・
登
山
指
導
部
・
国

体
部
・
海
外
登
山
部
・
自
然
保
護
部
・

事
業
部
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
部
の
各
部
に

わ
た
っ
て
説
明
を
行
い
、
拍
手
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
十
二
年
度
会
計
収
支
決

算
報
告
並
び
に
平
成
十
二
年
度
基
金
調

書
報
告
　
（
第
二
号
議
案
）
　
が
会
計
担
当

の
富
山
副
会
長
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、

こ
れ
に
つ
い
て
竹
山
幹
事
か
ら
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
た
と
の
監
査
報
告
が
な

さ
れ
、
決
算
書
・
基
金
調
書
通
り
に
承

認
さ
れ
た
。

次
に
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
　
（
第

三
号
議
案
）
　
に
つ
い
て
女
屋
事
務
局
長

か
ら
提
案
さ
れ
、
引
続
き
冨
山
副
会
長

か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
十
三
年
度
予
算

並
び
に
平
成
十
三
年
度
補
助
金
等
の
内

訳
案
　
（
第
四
号
議
案
）
　
と
と
も
に
一
括

審
議
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
夏
、
本
県
榛
名
山
塊
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
五
十
六
回
国
民

体
育
大
会
関
東
地
区
大
会
山
岳
競
技
会

の
会
則
・
組
織
図
・
委
員
名
簿
（
第
五
号

議
案
）
　
が
提
案
さ
れ
た
。
上
程
さ
れ
た

議
案
は
議
案
書
通
り
に
承
認
が
行
わ
れ

て
、
総
会
の
議
事
を
終
了
し
閉
会
し
た
。

《
平
成
十
三
年
度
主
要
事
業
計
画
》

「
遭
難
防
止
活
動
の
推
進

谷
川
岳
を
中
心
と
し
た
地
域
の
遭

難
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実

施
、
救
助
活
動
お
よ
び
救
助
隊
の
技

術
の
向
上
の
た
め
訓
練
を
行
う
。

二
、
国
体
へ
の
参
加
と
選
手
強
化

第
五
十
六
回
国
体
山
岳
競
技
関
東

地
区
大
会
（
轄
馬
県
）
　
へ
の
参
加
と
、

新
世
紀
み
や
ぎ
国
体
　
（
宮
城
県
）
　
山

岳
競
技
会
に
お
け
る
好
成
績
達
成
を

目
標
と
す
る
選
手
強
化
を
推
進
す
る
。

三
、
白
山
協
主
催
行
事
等
へ
の
参
加
と

各
会
の
交
流

目
山
協
行
事
等
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
各
会
と
の
交
流
を
深
め
、
研

修
会
等
を
通
じ
て
技
術
の
向
上
、
岳

人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の
高
揚
を
図
る
。

四
、
美
化
活
動
等
市
民
運
動
へ
の
参
加

尾
瀬
の
ゴ
ミ
持
ち
帰
り
運
動
及
び

谷
川
岳
等
の
美
化
活
動
等
の
推
進
に

協
力
す
る
。

五
、
岳
達
会
報
の
発
行

『
山
岳
ぐ
ん
ま
』
　
の
発
行
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
結
び
つ
き
と
啓
蒙
を
図

る。
六
、
第
五
十
六
回
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
山
岳
競
技
会
の
準
備
推
進
並
び

に
開
催

期
日
　
平
成
十
三
年
七
月
二
十
日

（
金
）
　
～
二
十
二
日
　
（
日
）

会
場登

撃
競
技

榛
名
町
グ
ン
サ
ン
室
田
工
場
跡
地

特
設
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

踏
査
競
技

榛
名
山
天
狗
山
特
設
踏
査
コ
ー
ス

縦
走
競
技

榛
名
山
香
が
岳
特
設
縦
走
コ
ー
ス

日
程二

十
日
　
受
付
・
諸
会
議
・
開
始

式
・
登
撃
競
技

二
十
一
日
　
踏
査
競
技

二
十
二
日
　
縦
走
競
技
・
表
彰
式

七
、
海
外
登
山
の
計
画

第
九
次
群
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

を
計
画
す
る
。

八
、
第
十
二
回
山
田
昇
記
念
杯
登
山
競

争
大
会
の
開
催

轄
馬
が
生
ん
だ
登
山
家
、
山
田
昇

氏
の
業
績
を
後
世
ま
で
伝
え
る
た
め
、

登
山
の
基
本
で
あ
る
体
力
を
競
い
合

い
、
登
山
の
啓
蒙
・
普
及
・
発
展
の

一
助
と
す
る
登
山
競
争
大
会
を
開
催

する。
期
日
　
十
月
六
日
～
七
日
（
土
～
日
）

会
場
　
武
尊
山
　
（
利
根
郡
川
場
村
）

九
、
各
種
研
修
会
及
び
講
習
会
の
開
催

指
導
員
会
及
び
遭
難
救
助
隊
が
主

管
し
て
一
般
会
員
を
対
象
に
登
山
技

術
講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
指
導

員
の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
研

修
会
を
開
催
す
る
。

十
、
岳
連
事
業
収
入
の
確
保

岳
連
の
事
業
・
事
務
を
円
滑
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年
版
山
岳

写
真
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
製
・
販
売
な

ど
の
事
業
を
行
い
、
自
主
財
源
を
確

保
す
る
。

十
一
、
ス
キ
ー
”
山
岳
博
物
館
資
料
調

査
の
推
進

利
根
郡
水
上
町
に
建
設
が
計
画
さ

れ
て
い
る
「
ス
キ
ー
・
山
岳
博
物
館
」

に
展
示
す
る
山
岳
資
料
の
調
査
を
推

進
す
る
。
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まんぐ畠山

冬
山
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

群
馬
岳
連
遭
難
対
策
部
長
　
松
　
永
　
幸
　
雄

日
本
山
岳
協
会
主
催
の
冬
山
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
が
、
辞
馬
県
山
岳
連
盟

主
管
の
も
と
三
月
十
七
日
～
十
八
日
に

谷
川
岳
の
土
合
山
の
家
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
日
本
山
岳
協
会
会
長
坂
口
三

郎
氏
を
は
じ
め
遠
く
大
阪
、
岐
阜
等
全

国
各
地
よ
り
四
十
三
名
の
参
加
者
が
あ

り
ま
し
た
。
群
馬
県
山
岳
連
盟
か
ら
は

名
塚
副
理
事
長
以
下
十
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

十
七
日
八
時
よ
り
受
付
を
開
始
し
、

開
講
式
後
実
技
講
習
に
向
け
た
机
上
講

習
を
実
施
。
主
任
講
師
の
日
本
山
岳
協

会
遭
難
対
策
委
員
会
常
任
委
員
渡
遽
輝

男
氏
よ
り
詳
し
い
ビ
ー
コ
ン
の
説
明
、

ツ
エ
ル
ト
を
使
っ
て
の
シ
ー
ト
担
架
の

作
り
方
、
搬
送
方
法
の
留
意
点
等
を
暖

か
い
室
の
中
で
効
率
的
に
説
明
さ
れ
ま

した。昼
食
後
、
土
合
山
の
家
周
辺
の
雪
の

斜
面
を
使
っ
て
実
技
講
習
を
開
始
。
雪

崩
判
断
と
危
険
の
予
測
の
た
め
の
積
雪

内
部
の
観
察
、
雪
庇
の
構
造
の
観
察
と

崩
壊
テ
ス
ト
、
弱
層
テ
ス
ト
等
を
最
新

の
情
報
の
も
と
に
丁
寧
な
講
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

実
技
講
習
終
了
後
土
合
山
の
家
に
戻

り
、
机
上
講
習
と
し
て
轄
馬
県
警
谷
川

岳
警
備
隊
長
馬
場
保
男
氏
に
よ
る
　
「
冬

山
救
助
の
実
際
」
と
題
し
て
の
講
演
と
、

昨
年
冬
の
吉
尾
氏
の
遭
難
の
際
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
よ
り
撮
影
さ
れ
た
救
助
活
動

の
映
像
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
の
冬
山
で
全
国
各
地

で
遭
難
が
多
発
し
た
な
か
、
自
力
で
剣

岳
の
八
峰
を
縦
走
し
山
岳
雑
誌
等
で
非

常
に
高
い
評
価
を
受
け
た
墳
町
山
の
会

の
大
山
、
剣
持
、
福
本
の
三
人
が
講
師

と
し
て
、
冬
の
剣
で
の
実
際
の
行
動
と

準
備
段
階
で
の
様
々
な
工
夫
、
山
に
対

す
る
真
撃
な
取
り
組
み
方
等
を
ス
ラ
イ

ド
を
交
え
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

彼
等
の
様
な
行
動
が
出
来
る
と
遭
難
事

故
は
激
減
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
辞
馬
岳

連
か
ら
の
発
信
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
の
交
流
会
は
各
地
か
ら
の
大
量

の
お
酒
で
盛
大
で
し
た
。

十
八
日
は
七
時
三
十
分
よ
り
実
技
講

習
を
開
始
し
雪
上
で
の
ア
ン
カ
ー
の
取

り
方
、
シ
ー
ト
担
架
、
し
ぼ
そ
り
を
使

っ
て
の
雪
上
搬
送
法
、
ビ
ー
コ
ン
を
使

っ
て
の
捜
索
、
ゾ
ン
デ
を
使
っ
て
の
捜

索
、
埋
没
体
験
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

の
製
作
等
、
午
後
一
時
過
ぎ
ま
で
内
容

の
濃
い
講
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

遅
い
昼
食
後
全
体
の
ま
と
め
・
講
評

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
山
の
家
の
好
意

的
な
対
応
、
積
雪
が
多
く
講
習
し
や
す

い
斜
面
の
あ
る
会
場
、
参
加
者
の
積
極

的
で
意
欲
的
な
行
動
等
、
好
評
の
う
ち

に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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まんぐ畠山

四
月
十
五
日
、
マ
テ
ガ
沢
に
お
い
て
、

田
中
成
幸
氏
　
（
ア
ル
パ
イ
ン
ガ
イ
ド
協

会
）
　
を
講
師
に
迎
え
、
二
十
九
名
の
参

加
者
で
、
雪
上
技
術
講
習
会
を
行
な
っ

た。
そ
の
時
紹
介
さ
れ
た
新
し
い
技
術
と

話
し
合
わ
れ
た
問
題
点
な
ど
を
書
い
て

み
た
い
と
思
う
。

コ
ン
テ
ィ
ニ
エ
ア
ス
に
お
い
て
、

余
っ
た
ロ
ー
プ
は
、
ル
ー
プ
を
作
り
、

肩
に
か
け
て
携
行
し
て
い
た
。

田
中
講
師
よ
り
紹
介
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
方
式
と
呼
ば
れ
る
方
法

は
、
手
の
甲
で
、
ロ
ー
プ
を
肩
の
後
ろ

に
は
ね
上
げ
る
よ
う
に
し
、
直
接
肩
に

巻
い
て
い
く
。
最
後
は
、
ロ
ー
プ
を
プ

ル
ー
ジ
ツ
ク
の
よ
う
に
巻
い
て
い
き
、

カ
ラ
ビ
ナ
を
通
し
、
固
定
す
る
。
（
写

真I）す
ば
や
く
着
脱
が
で
き
る
な
ど
は
有

効
で
あ
る
と
思
う
。

滑
落
停
止
に
お
い
て
は
、
滑
落
し
た

ら
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
う
ち
に
、
す
ば

や
く
体
を
反
転
し
、
ピ
ッ
ク
を
打
ち
込

み
、
停
止
す
る
と
い
う
方
法
が
行
な
わ

れ
て
き
た
。

今
回
紹
介
さ
れ
た
方
法
は
、

①
　
滑
落
し
た
ら
、
ピ
ッ
ク
か
シ
ャ
フ

ト
を
雪
面
に
突
き
刺
し
、
初
期
制
動

を
か
け
る
。

②
　
次
に
足
を
大
き
く
右
左
に
広
げ

ピ
ッ
ク
を
体
側
に
差
し
、
制
動
を
か

け
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
式
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
写
真
Ⅱ
）

③
　
そ
れ
で
も
止
ま
ら
な
い
場
合
は
、

す
ば
や
く
体
を
反
転
し
、
滑
落
停
止

を
行
う
。

実
際
の
山
行
で
、
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ

た
場
合
、
い
き
な
り
体
を
反
転
さ
せ
る

の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
れ
ら
一

連
の
動
き
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
確
実
な
滑
落
停
止
が
で
き
る
と

思う。ま
た
、
う
つ
ぶ
せ
状
態
に
な
っ
た
時
、

ア
イ
ゼ
ン
を
上
げ
、
ピ
ッ
ク
を
打
ち
込

む
と
共
に
、
体
を
雪
面
に
押
し
っ
け
る

体
勢
が
良
い
と
さ
れ
て
き
た
。

今
回
、
そ
れ
よ
り
も
上
半
身
を
の
け

ぞ
ら
せ
、
体
を
開
く
体
勢
で
、
よ
り
強

く
ピ
ッ
ク
を
打
ち
込
む
こ
と
が
良
い
の

で
は
、
と
紹
介
さ
れ
た
。
（
写
真
Ⅲ
）

ス
タ
ン
テ
ィ
ン
グ
ビ
レ
イ
に
お
い

て
、
滑
落
し
た
者
が
、
意
識
を
失
う
な

ど
、
自
分
で
登
れ
な
い
よ
う
な
状
況
の

時
、
確
保
者
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自

己
脱
出
し
た
ら
よ
い
か
話
題
に
な
っ

た。
普
通
は
、
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込
み
、

ロ
ー
プ
に
プ
ル
ー
ジ
ツ
ク
や
フ
レ
ン
チ

を
セ
ッ
ト
し
、
カ
ラ
ビ
ナ
に
結
ぶ
方
法

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
方
法
は
体
勢
を
く
ず

し
、
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
く
、

大
変
な
力
を
必
要
と
し
た
。
以
前
の
講

習
会
で
も
、
も
っ
と
簡
単
な
方
法
は
な

い
か
と
話
し
合
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
方

法
が
提
案
さ
れ
た
。

一
つ
は
、
確
保
し
た
体
勢
で
、
カ
ラ

ビ
ナ
の
上
の
ロ
ー
プ
に
ユ
マ
ー
ル
等
を

セ
ッ
ト
し
、
ロ
ー
プ
を
流
し
て
止
め
る
。

ユ
マ
ー
ル
が
無
い
場
合
は
、
ロ
ー
プ
に

カ
ラ
ビ
ナ
を
イ
ン
ク
ノ
ッ
ト
で
セ
ッ
ト

し
、
ロ
ー
プ
を
流
し
て
止
め
る
な
ど
で

ある。こ
れ
ら
は
簡
単
に
で
き
る
が
、
ロ
ー

プ
を
流
す
の
は
良
く
な
い
と
の
意
見
も

あ
り
、
ま
た
、
上
方
に
荷
重
が
か
か
っ

て
い
る
場
合
は
、
自
己
脱
出
そ
の
も
の

が
難
し
い
な
ど
、
今
後
、
研
究
し
な
く

て
ほ
な
ら
な
い
と
思
う
。

今
回
の
講
習
会
は
、
普
段
出
て
こ
な

い
山
岳
会
の
参
加
や
、
栃
木
県
か
ら
三

名
の
方
の
参
加
が
あ
っ
た
。

今
回
の
講
習
会
で
、
山
の
技
術
は
、

日
々
新
し
く
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
た
。
指
導
委
員
会
も
そ
の
こ
と

に
対
応
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た

ヽ
●
　
0

－”Y
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まんぐ畠山

謹

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
山
岳
競
技
会
に
つ
い
て

群
馬
岳
連
国
体
部
長
　
角
　
田
　
二
　
三
男

期
日
　
平
成
1
3
年
7
月
2
0
日
～
2
2
日

日
程
お
よ
び
会
場

2
0
日
　
（
金
）

開
始
式
　
（
榛
名
町
役
場
）
　
登
撃
競
技

（
特
設
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
）

2
1
日
　
（
土
）

踏
査
競
技
　
（
榛
名
山
天
狗
山
特
設
踏

査
コ
ー
ス
）

2
2
日
　
（
日
）

縦
走
競
技
　
（
榛
名
山
香
が
岳
特
設
縦

走
コ
ー
ス
）
表
彰
式
（
榛
名
町
役
場
）

宮
城
国
体
出
場
都
県
数

少
年
男
子

少
年
女
子

成
年
女
子

今
年
度
は
八
年
ぶ
り
の
群
馬
県
開
催

で
あ
り
、
踏
査
競
技
は
今
回
限
り
で
、

来
年
度
　
（
高
知
国
体
）
　
か
ら
は
少
年
の

部
に
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
導
入
さ
れ
る
。

踏
査
競
技
を
得
意
と
す
る
少
年
男
女
は

何
と
し
て
も
頑
張
っ
て
出
場
権
を
獲
得

し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
成
年
女
子
に
は

昨
年
以
上
の
力
を
発
揮
し
て
宮
城
で
の

上
位
入
賞
を
果
た
す
よ
う
期
待
す
る
。

な
お
、
本
大
会
に
は
約
8
0
人
程
の
競

技
役
員
を
必
要
と
し
ま
す
。
辞
馬
岳
連

の
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
大
会
の
成
功
と
辞
馬
県
選

手
の
活
躍
の
た
め
に
、
是
非
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
1
2
年
度
関
東
地
区
審
判
員
研
修
会

1
月
2
7
日
　
（
土
）
　
2
8
日
　
（
目
）
　
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
前
橋
の
上
毛
会
館
に

お
い
て
轄
馬
岳
連
の
主
管
で
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
て
欠
席

や
遅
刻
が
出
た
が
、
関
東
8
都
県
か
ら

3
5
名
が
参
加
、
開
会
を
少
し
遅
ら
せ
て

実
施
さ
れ
た
。
認
定
研
修
で
は
国
体
規

則
の
講
読
を
中
心
に
、
運
営
研
修
で
は

冨
山
国
体
の
報
告
な
ど
を
も
と
に
し
て

研
修
し
た
。

本
県
か
ら
は
認
定
研
修
（
資
格
取
得
）

に
斉
藤
長
作
、
新
井
好
司
、
長
固
ま
り

子
の
3
名
、
運
営
研
修
に
小
林
元
雄
、

大
澤
清
、
水
野
金
太
郎
、
松
田
龍
彦
、

小
屋
富
美
子
、
木
村
正
巴
、
角
田
二
三

男
、
茂
木
稔
、
赤
松
久
芋
の
9
名
、
八

木
原
因
明
理
事
長
、
女
屋
等
志
事
務
局

長
が
出
席
し
た
。

講
師
　
太
田
忠
行
、
岡
本
安
夫

（
日
本
山
岳
協
会
国
体
常
任
委
員
）

高
体
連
の
生
徒
が
多
く
参
加
し
た
。

講
師
　
飯
山
健
治

（
日
本
山
岳
協
会
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
）

な
お
、
本
県
に
は
県
央
部
に
公
設
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
無
い
の
で
、

早
急
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

e
 
e
 
s
　
寄
　
魯
　
＄
　
㊥
　
鵡
　
静
　
の
　
㊤
　
の
　
砂
　
の
　
㊥
　
の
　
㊥
　
㊥
　
㊥
　
韓
　
鎗
　
㊥
　
怨
　
㊨
　
舘
　
鱒
　
静
　
観
　
範
　
轡
　
静
　
観
　
㊥
　
甥
　
瀞
　
詩
　
語
　
㊥
　
㊨
　
㊥
　
甥
　
㊥
　
節
　
線
　
甥
　
縞
　
翁
　
簡
　
㊥
　
㊧
　
甥

こ
れ
か
ら
の
自
然
保
護

群
馬
岳
連
自
然
保
護
部
長
　
小
　
泉
　
俊
　
夫

の
　
静
　
の
　
静
　
の
　
㊥
　
㊨
　
㊥
　
㊨
　
㊥
　
㊥
　
㊥
　
㊥
　
饉
　
鯵
　
鯨
　
簡
　
偉
　
鱒
　
鱒
　
鱒
　
㊥
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㊨
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㊥
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鵡
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宙
　
㊤
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－
鴨
　
重
曹
　
鶴

平
成
1
3
年
度
県
民
体
育
大
会
第
二
部

山
岳
競
技
会
（
国
体
予
選
）

今
年
度
の
県
予
選
会
は
榛
名
山
で
開

催
さ
れ
た
。

県
体
協
平
成
1
2
年
度
総
合
三
貴
強
化
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

県
体
協
補
助
に
よ
る
本
事
業
は
二
年

目
を
迎
え
、
1
2
年
度
は
榛
名
山
黒
岩
、

万
場
高
校
、
水
上
町
水
紀
行
館
を
会
場

に
計
4
回
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。

万
場
高
校
で
は
1
泊
2
日
で
行
わ
れ
、

4
月
2
1
日
　
（
土
）

2
2
日
　
（
日
）

◆
少
年
男
子

1
位
　
松
本

2
位
　
高
橋

3
位
　
井
上

4
位
　
須
藤

5
位
　
斉
藤

6
位
　
山
口

◆
少
年
女
子

1
位
　
椎
原

2
位
　
田
口

3
位
　
川
口

4
位
　
薗
田

5
位
　
石
村

6
位
　
桑
原

◆
成
年
男
子

1
位
　
広
瀬

2
位
　
林

3
位
　
阿
部

◆
成
年
女
子

1
位
　
法
領
田

開
会
式
、
踏
査
競
技

縦
走
競
技
、
閉
会
式

大
昭
彦

貴
智

俊
英大

尚
己

（前橋高）

（前橋高）

（沼田高）

（高崎工）

（渋川高）

（高崎工）

優
子

照
子

泰
子

佳
子

梨
紗

悦
子

（沼田女）

（沼田女）

（沼田女）

（沼田女）

（南緯附）

（伊勢女）

（高体連）

（太田）
（大間々
）

2
位
　
女
屋
寿
美
子

3
位
　
加
藤
　
揚
子

自
然
保
護
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
、

か
つ
て
の
尾
瀬
の
保
護
や
、
世
界
遺
産

と
し
て
後
世
に
伝
え
る
べ
く
し
て
多
く

の
人
々
が
立
ち
上
が
っ
た
白
神
山
地
で

の
頃
に
比
べ
、
や
や
活
動
が
裏
返
し
た

感
が
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
轄
馬
岳
連
自
然
保
護
部

で
の
活
動
も
、
従
来
の
ゴ
ミ
・
缶
拾
い

型
自
然
保
護
か
ら
、
平
標
山
の
よ
う
に

自
然
を
残
す
た
め
の
も
の
へ
と
変
っ
て

きた。今
、
県
内
の
山
々
の
荒
廃
は
進
み
、

こ
と
に
山
頂
付
近
は
顕
著
の
二
文
字
に

値
す
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
以
前
か
ら

自
然
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
平
標
山
よ
り
仙
の
倉
山
へ
の

コ
ル
界
隈
や
谷
川
岳
山
頂
周
辺
は
、
ゴ

ミ
や
空
き
缶
こ
そ
見
え
な
い
が
、
植
生

の
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
跡
に
は
目
を
覆
う

ば
か
り
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
そ
の
悲

嘆
も
何
十
年
と
登
り
続
け
た
経
験
に
よ

っ
て
こ
そ
感
じ
得
る
も
の
で
あ
り
、
昨

日
今
日
登
っ
た
人
で
あ
れ
ば
今
の
現
状

を
こ
そ
　
「
当
た
り
前
」
　
の
状
態
と
誤
認

し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
素
人
目
に
は
革

も
何
も
な
い
石
く
れ
ば
か
り
な
の
だ
か

ら
、
場
所
を
い
と
わ
ず
足
を
踏
み
入
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
観
光
地
化
し
た
谷
川

岳
に
は
早
急
な
る
保
護
活
動
が
必
要
で

あ
る
。
例
え
ば
植
生
の
復
旧
、
理
由
を

明
記
し
た
上
で
の
立
入
禁
止
区
域
の
策

定
、
観
光
開
発
化
の
尺
度
等
へ
の
意
見

箱
の
導
入
等
、
山
屋
と
し
て
何
か
提
案

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
自
然
保
護
部
で
の
活
動

も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
型
か
ら
提
案
・
啓
発

型
へ
の
移
行
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
自
然
保
護
は
、
三
十
年

前
・
四
十
年
前
と
の
変
貌
が
わ
か
る
岳

運
会
員
達
が
地
元
市
町
村
を
含
め
た
有

識
者
達
と
共
に
勉
強
し
合
い
、
地
元
市

町
村
あ
る
い
は
県
や
国
な
ど
関
係
機
関

に
対
し
て
要
望
な
り
提
案
な
り
す
る
な

ど
し
て
、
今
あ
る
自
然
を
守
り
、
復
旧

し
、
そ
し
て
育
み
共
生
し
て
い
か
な
く

て
ほ
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
改
め
て
啓
蒙
活
動
も
視
野
に
入

れ
、
二
十
一
世
紀
へ
の
活
動
を
踏
み
出

し
た
い
。
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